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棚底地区振興会

７
月
２
６
日
、
倉
岳
地
区
公
民
館
主
催

の
「
ふ
る
さ
と
倉
岳
学
講
座
」
が
、
棚
底
地
区

コ
ミ
セ
ン
集
会
室
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外

か
ら
約
１
２
０
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

初
め
に
天
草
市
文
化
課
、
松
本
学
芸
員

が
「
史
跡
棚
底
城
跡
の
魅
力
と
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
の
役
割
」
と
い
う
演
題
で
史
跡
棚
底
城

跡
整
備
事
業
の
流
れ
と
現
状
、
１
１
月
に

開
館
す
る
「
天
草
戦
国
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の

楽
し
み
方
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

次
に
「
天
草
戦
国
時
代
の
飲
食
と
器
」
と

題
し
て
倉
岳
支
所
の
中
山
氏
が
講
演
さ
れ

た
。
室
町
時
代
の
文
献
に
残
っ
て
い
る
食

事
の
献
立
や
器
を
紹
介
し
た
り
棚
底
城
跡

の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
陶
磁
器
を
使
っ

て
食
事
し
た
様
子
な
ど
話
さ
れ
た
。
休
憩

時
間
に
は
、
「
め
い
ど
サ
ロ
ン
た
な
そ
こ
」
の

皆
さ
ん
に
よ
る
野
草
料
理
等
の
試
飲
体
験

も
あ
り
参
加
者
は
、
戦
国
時
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
気
分
で
「
よ
う
か
ん
」
等
を

味
わ
っ
て
お
ら
れ
た
。

最
後
に
「
天
草
五
人
衆
と
人
吉
相
良
氏
」

と
題
し
て
天
草
の
自
然
と
歴
史
を
語
る
会

の
歳
川
氏
が
八
代
日
記
を
解
読
し
て
分

か
っ
た
「
棚
底
」
、
「
栫(

か
こ
い)

」「
さ
か
た
ぬ

き
」
な
ど
の
地
名
や
天
草
五
人
衆
の
勢
力
図

な
ど
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
。

改
め
て
「
天
草
戦
国
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
へ

の
関
心
の
高
さ
を
痛
感
し
た
講
座
だ
っ
た
。

「
天
草
戦
国
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
へ
の

関
心
の
高
さ
を
痛
感
、
倉
岳
学
講

座
に
約
１
２
０
人
が
参
加
！

倉
岳
地
区
公
民
館
講
座

令和８年７月２８日に発生した地震と余震により、大変な

時期をお過ごしになったことと思います。被災した方々に、

心よりお見舞い申し上げます。

国史跡棚底城跡の地震後の状況を確認すると、Ⅲ郭・Ⅷ

郭に亀裂が発生するなど、各所に被害が見られました。復

旧の方法について、検討しているところです。現在は、被

災した箇所にコーン等を設置しておりますので、通行する

際には十分ご注意ください。

皆さんには、ご心配をおかけしますが、ご理解とご協力

を賜りますようお願い申し上げます。

（天草市文化課 牧野）

～令和８年熊本地震による棚底城跡の被災～

【Ⅷ郭の８月中旬の様子】

野草料理を試食する参加者ら八代日記に出てくる棚底の地名など、解説中の歳川氏

「天草戦国ミュージアム」の楽しみ方などに熱心に耳を傾ける参加者
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今月の人口

主な行事予定

今月の石垣散策トイレ掃除当番

体育部会 毎週 水、土曜日

めいどサロン 毎週 月曜日

９月 ２日（水）行政相談

９月 ６日（日）棚底地区敬老会

９月 ８日（火）小中学校統合住民説明会

９月２７日（日）棚底城跡草刈作業

（予定のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
底
の
「
か
く
い
」…

を
知
り

ま
せ
ん
か
？

棚
底
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話

㉘

や
が
て
、
棚
底
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
が
完
成
し
、
十
一
月
に
は
オ
ー
プ
ン

を
迎
え
ま
す
が
、
以
前
か
ら
疑
問
に

思
っ
て
い
た
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、

以
下
に
つ
い
て
皆
様
か
ら
の
情
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

棚
底
城
跡
を
語
る
上
で
の
唯
一
の
文

献
で
あ
る
「
八
代
日
記
」
に
、
以
下
の
二

カ
所
の
地
名
が
出
て
き
ま
す(

あ
ち
こ

ち
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
し
つ

こ
い
で
す
が)

。

①
「
上
津
浦
ヨ
リ
棚
底
之
内
、
藤
河
拵
破

候
」→
弘
治
二
年
六
月

②
上
津
浦
ヨ
リ
棚
底
さ
か
た
ぬ
き
破
候

而…

」→
弘
治
二
年
十
一
月

②
の
「
さ
か
た
ぬ
き
」
に
つ
い
て
は
、

当
初
不
明
で
し
た
が
、
聞
き
取
り
で
、

現
在
の
城
山
の
麓
付
近
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

①
の
「
藤
河
拵
」
に
つ
い
て
は
、
棚
底

城
跡
整
備
検
討
委
員
会
委
員
長
の
鶴
嶋

先
生
の
比
定
に
よ
り
浦
の
家
久
栄
付
近

と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
「
棚
底
之
内
」
と

い
う
表
現
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
浦
方
面
が
棚
底
の
勢
力
範
囲
内

と
す
れ
ば
済
む
話
で
は
あ
り
ま
す
が…

。

数
年
前
に
旧
砥
岐
組
の
大
庄
屋
で

あ
っ
た
樋
島
の
藤
田
家
か
ら
大
量
の
文

書
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
中
に
棚
底
村
の

土
地
関
係
文
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
肥
後
國
天
草
郡
棚
底
村
高
反
別
帳

(

嘉
永
年
間)

」
と
い
う
も
の
で
、
現
在
の

字
名
よ
り
小
さ
な
地
名
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
半
数
以
上
が
聞
き
覚
え
が
な

い
も
の
で
す
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
「
さ

か
た
ぬ
き
」
の
地
名
も
書
か
れ
て
お
り
、

確
定
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
書
き
出

さ
れ
て
い
る
九
十
余
り
の
地
名
の
中

に
、
な
ん
と
「
か
く
い
」
と
い
う
地
名
が

出
て
き
ま
す
。
そ
れ
も
前
後
の
地
名
か

ら
す
る
と(

尾
崎
、
野
首
、
弓
立
、
大
手
、

川
路
、
古
野
、
城
ノ
後
、
し
ゅ
う
あ
ん

な
ど)

、
ほ
ぼ
棚
底
城
跡
近
く
と
想
定

し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
専
門
家
に
よ

る
再
考
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
も
、
「
か
く
い
」
は
「
か
こ
い
」

と
読
み
、
「
拵(

こ
し
ら
え)

」
は
「
栫(

か

こ
い)

」
と
読
め
る
こ
と
が
前
提
に
な

り
ま
す
が
。
「
か
こ
い
」
と
い
う
地
名
に

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
ご
一
報
く
だ

さ
い
。

棚
底
三
区

歳
川
喜
三
生

【
栫
】…

九
州
南
部
で
は
、
出
城
を
意
味

す
る
城
関
係
の
用
語
。
城
下
町
と
し

て
の
一
画
。
陣
地
。
旧
宮
原
町
や
美
里

町
の
堅
志
田
城
跡(

国
指
定)

近
く
に

も
「
拵
」
の
地
名
が
あ
り
ま
す
。

参
加
者
募
集
！

期 日：令和８年１０月４日（日）

開会式：午前８時３０分

場 所：倉岳総合グラウンド

種 目：グラウンドゴルフ
ウォーキング（大宮田埋立地）

棚
底
地
区
ス
ポ
ー
ツ

大
会
は
町
民
体
育
祭

に
代
わ
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
棚
底
の
住
民

が
一
堂
に
会
し
て
開

催
す
る
唯
一
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。

種
目
は
２
つ
で
、
空
く

じ
な
し
の
お
楽
し
み

抽
選
会
も
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。
家
族
・
友

人
・
知
人
を
誘
っ
て

お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。


